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令和２年度 第 1回可児市上下水道事業経営審議会議事録   

 
【日  時】  令和２年 11月 17 日（火曜日）午後６時から午後７時まで 

【場  所】  可児市総合会館 4階第 2会議室 

【出席者】  審議会委員 11 人、事務局 8人 

 

 

 

 本日は大変忙しい中、第 1 回可児市上下水道事業経営審議会に出席いただき誠にありが

とうございます。また、日頃より可児市政や地域に様々な方面から貢献いただき、厚く御

礼を申し上げます。本年度から委員に就任する方及び昨年から継続される委員の皆様、と

もによろしくお願い致します。 

会議に入る前に可児市の上下水道事業について簡単に説明させていただきます。上水道

事業については昭和 37年より給水を開始し 58 年ほど経過しました。給水管の総延長は 690

キロに及び、普及率は 99パ－セントを超えほぼ全ての市民の方にご利用いただいています。

また、下水道事業については平成 6 年に供用を開始し、以降急速に整備を進め、下水道管

の総延長は 609 キロに及び水洗化率は 92.5 パーセントとなり、こちらも多くの市民にご利

用いただいています。 

その一方で、昨今においては少子高齢化や人口減少、節水意識の高まりといった社会情

勢の変化が伺えます。今後、施設の老朽化や耐震化対策を行っていく中で、上下水道事業

の経営環境はますます厳しくなると考えられます。しかし、多くの市民にご利用いただい

ている上下水道事業は、市民生活や経済活動に欠かすことのできない重要なサービスとな

っており、将来にわたり安定的に継続していく必要があります。 

本日の審議会では、上下水道事業の令和元年度の決算報告や下水道事業のモニタリング

結果により、事業経営の現状についてご説明させていただきます。 

委員の皆様には活発に議論していただき、忌憚のない意見をお願いします。 

 

 

 

  

・可児市上下水道事業経営審議会条例による委嘱説明 

・委員の任期は令和元年及び 2年度の 2ヶ年度（令和元年 7月 8日～令和 3 年 3月 31 日） 

・委員の紹介（交代者） 

・事務局の自己紹介 

 

 

 

1. 部長あいさつ 

2．委員委嘱等 
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【会長あいさつ要旨】 

 本日は、お忙しい中お集まりいただきまして誠にありがとうございます。昨年に引き続

き本年度も会長を務めさせていただきます。円滑に議事が進行できるようにご協力いただ

けたら幸いです。 

 

【定足数】 

会長より定足数を満たすことの説明あり。 

 

【議事録署名者】 

会長より議事録署名者として向井委員と秋山委員の指名あり。 

 

 

 

議題（1）～（3）について、事務局説明と質疑応答を行った。 

（1）水道事業の決算について 

（2）下水道事業の決算について 

（3）下水道事業経営戦略モニタリング結果について 

 

 

 

【議題（1）水道事業の決算について】 

☆給水量が増加しているのに、有収水量が減少しているのはなぜなのか。 

⇒当時敷設した水道管の老朽化が進んでおり、所々で漏水が発生しているためである。本

年度は漏水調査の範囲を昨年度より広げており、水道管の修繕を進めることで有収率が昨

年度より下がらないように努めている。 

 

【議題（2）下水道事業の決算について】 

〇＜資料 3-1 の 6＞の貸借対照表について、未収金の内容を教えていただきたい。 

⇒内訳のほとんどは下水道使用料である。入金は 2ヶ月後のため、2か月分が計上されてい

る。 

 

〇未収金の中に滞納はどの程度あるのか。 

⇒おおよそ 50万から 100 万程度である。 

 

 

3．会長あいさつ等 

4. 議題 

発言者  ☆＝会長  ○＝委員  ⇒＝事務局 
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〇流動負債に計上されている引当金の内容を教えてほしい。 

⇒流動負債の引当金は賞与引当金である。 

 

☆全体的に見ると、企業債の償還と利息が年々減少しており、傾向としては収益が良くな

っていると理解してよろしいか。 

⇒そうである。 

 

☆減債積立金の意味について説明してほしい。 

⇒起債の償還（借金返済）に充てるために利益を積み立てている。 

 

【議題（3）下水道事業経営戦略モニタリング結果について】 

☆管渠にも色んな種類があると思うが、耐用年数は何年くらいなのか。 

⇒コンクリートの構造物は通常 50年である。下水道管については塩ビ管やセラミック管等

があり、最も古いもので約 30年程度経過しているが耐用年数まで達していない。管によっ

ては耐用年数が到来する前に補修を要する管も存在するため、補修工事を実施することで

対応している状況である。 

 

 

 

【今後のスケジュール等】 

・本年度は諮問事項がなく全２回開催予定で、次回は来年２月頃に開催予定である。 
・内容は水道事業の中長期収支計画の更新内容及び令和３年度予算について説明させてい

ただく予定である。 
 
（会議終了） 
 

5. その他 


